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子どもたちの楽しみにしている夏休みが始まります。♪『ヤッホッホ夏休み』、～9 月になったら、

また遊ぼう～の歌のように友達の遊び・生活を２学期も楽しんでいけることを願っています。 

夏に木々はすくすくと成長していきます。子どもたちも、光と水と土からのエネルギーをいっぱ

いにもらいながら、大きくなるときです。幼児期は、「幼児」として生きることが大切です。ありの

ままの自分を出しながらも周りの世界との折り合いや調整をつけていくことを学んでいこうとして

います。心と体でわかることに時間が必要ですが、ため込まれるものは次への思いと力と支える土

台となります。今の時期に土台づくりをしっかりと子どもと共にしていきたいものです。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

               ご感想・ご意見をまとめたものです。    

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

7月 1日に行った夕涼み会では保護者の皆さまの 
ご協力をいただき、子どもたちの笑顔やがんばる気持 
ち、誇らしい気持ちを感じることができました。アンケ 
ートの中にも、子どもたちの一生懸命な姿や育ちを感じ 
見とられて、温かい言葉を子どもたちに届けてくださっ 
た方が多くいらっしゃいました。感謝いたします。暑い中、大人数の会のため、いろいろとご不便をか
けましたが、ご協力のもと、進められました。来年度も「子どもたちの笑顔のために、保護者がつなが
りあって」を大切にしながら、よりよくしていきたく思います。 

 アンケート回答のご協力、ありがとうございました。 

 ・暑い時期のため、発表時間について、また内容についての改善・ご意見等いただきました。 

時間運び等考えていくよう、今後も考えていきます。 

 ・発表時のマナーなど、「子どもも大人も気持ちよく」を共に目指していきたいと思います。 

・総踊りへの保護者の皆さまの参加しやすい案も考えていきたいと思います。 

 ・バザー時間が１時間で慌ただしさを感じられたことについて、今後改善策を考えていきたいと思います 

  

 ☆係担当さんだけでなく、みんなで分担していくといい。☆クラス関係なくお手伝いしていくといい。 
     このようないい改善案。お考えも出してくださいました。ありがとうございます。 
 
子どもたちの発表・青組の「たんけんめいろ」 
○それぞれのよさが出ていた。○はずかしそうにしながらもがんばっている姿、成長した姿がうれしかった。 
○友達同士でアイディアを出し合っていることを感じられた。○小さな子にもわかりやすい迷路だった。 

○青組さんが小さな友達に温かく優しくかかわっている姿もあり、素敵だと思った。子どもたちも喜んでいた。 
○エネルギーあふれる迷路だった。 ○青組さんの子どもたちの表情が自信に満ち溢れていた。 

各組バザー 
○バザーの工夫、展示・行き方がわかりやすかった。○音楽があり、子どもと共に楽しめた。 

○お父さんヨーヨーも楽しみだった。 ○パンを楽しみに買えた。 ○子ども用バザー、好評だった。 

保護者協力・交流 
○お父さん同士が話をしているのを見て、ほっこりした。 

○写真を撮るとき、違うクラスの保護者の方がかわってくれて、出番には前で写すことができた。自然に心遣
いされていたことが素敵に思った。 

○子どもたちが楽しんでくれたので、係を担当できてよかった。   

～多くのご意見・感想に感謝します。～ 

 

アンケートから  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１学期に手作りおやつの紹介です。子どもたちにおいしさに加えて、目でも楽しめるアイディア

を出して作ってくださいました。季節の味と和やかなひとときを楽しむプレゼントに感謝していま

す。夏、ご家庭でも、お子様と「食」の楽しさ、おいしさを感じられるといいですね。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 『アイたち(チンパンジー)が教えてくれたこと』(NHK)という番組の中で、とても興味深いチンパンジー

の子どもの姿を見ました。容器に入ったはちみつを取りたいと思うアユム(アイの子ども)が、母親ともう一

組の親子と一緒に部屋(研究室)に入って来ました。最初は、いろいろな道具があるので遊んでいたのですが、

ふとアイ(母親)がはちみつをうまくプラスチック棒状ひもで取る様子を見て、自分もやってみようとしまし

たが、うまくはいきません。しばらくすると、今度はもう一人のお母さんチンパンジーがゴムチューブでは

ちみつを取っているのをじっと見つめているのです。一点に集中した様子、まなざしからは、「知りたい」「ど

うするのかな」と思いが聞こえてきそうなほど。まるで、小さな子どもがじっと見つめているときと同じよ

うに見えました。とてもとても愛らしい目にじいんとし、考えている姿にすばらしさを感じました。 

アユムは、この後、何度も何度も(何日間もかけて)母親と同じ棒ひもとゴムを試したのです。たくさんの

はちみつは取れないけれど、どちらの道具も使って取ることができるようになりました。この間、二人の母

親は、決して手を出すことはありませんでした。けれども、何度でも側で見ることを受容していたのです。 

 

 ＊子どもは、「知りたい」「わかりたい」というとき、大人をよーく見ている(大人がモデルとなっている) 

 ＊大人が子どもの学べる知恵を共有できる時間・場をつくっている(伝承・つながり) 

 

 チンパンジーの話ですが、私たち人間の学ぶ姿ととても重なります(大人も同様)。子どもが、新しいこと・

ものに出会い心動かしているとき、私たち大人も心を動かしながらいられる存在でありたいと改めて感じま

した。子どものまっすぐな目と心をちゃんと受けとめられるように。 

手作りおやつボランティアさんの「おやつ」紹介 

フルーツヨーグルトイチゴソースがけ6/1 

材料 ヨーグルト、季節の果物、 
イチゴソース 

 さわやかなヨーグルトの上に、季節の果
物のイチゴソースが甘酸っぱくおいしかっ
たです。フルーツの飾りつけで楽しさアッ
プのおやつデザートでした。 

 

 
アイスクリーム 7/12 

材料 アイスクリーム、コーンフレーク 
チョコスプレー、イチゴソース 

♪アイスクリームの歌を歌いたくなるお
やつ。冷たくて甘い、サクサクした食感の
両方を楽しめるアイスでした。好みでソー
スをかけたり、果物にしたりと楽しみ。 

 

キラキラゼリー  6/29 

材料カルピスウォーター かき氷シロップ
ゼラチン みかんの缶詰 

 夜の星空、涼やかさを感じるおやつ。 
ゼリーの型抜きなど、子どもたちも楽し 
めそうです。ゼリーに体もひんやりと、 
おいしくいただきました。 

 

黒糖きなこマカロニ  6/15 

 材料 黒糖、きな粉、マカロニ 

 茹でたマカロニに黒糖きな粉をまぶして

出来上がり。黒糖ときな粉の栄養といろい

ろな形のパスタ・マカロニを楽しめました。 

香ばしくて味わい深かったです。 

 

 

食べることは、体づくりにつながりますね。アイディアで、楽しく食べるという心の

栄養にもなっていると思います。暑い日続きますが、「元気」に過ごせますように。 


